










適格な胎児情報を得ることは,胎児管理の上で極めて重要であり,胎児胎盤機能を知る方法

として,母体尿中エストリオールをはじめ,母体血中の胎児胎盤系由来のホルモ yや酵素が

測定され,その意義が検討されているが,胎児の状態・予後を正確に判定するには,単一の検

査データだけでは不十分な場合が多い。連続測定による検査法もあるが,スクリーニング検

査としては不利である。そこで多項目の検査値により,一層正確に総合的に児の状態を推測

する方法が考えられる。今回我々は同一妊婦血について,胎児副腎機能を反映すると考えら

れる 11-deoxycortisol を含め,Total Estriol(T.E3),Unconjugated EEstrio1(U.E3)Uncon 

jugated Estetrol(U.E4),hPL,CAP,LAP,HSAP,β1SP1-glycoprotein の 9 項目の内分泌・生

化学的検査を行ない,retrospective に測定値と児の予後とを対比し,児の予後が良好な症

例と不良な症例との間で多変量解析を行ない胎児予後判別式を作成した。 


